
147.昭和61年度比叡山防災工事に伴う発掘調査のうち

西塔居士林研修道場付近の調査抄報
はじめに

比叡山山上~nl止を火災から守るために各堂宇にスプ

リングクラーを般rllすることになリ、来熔の給水浴か

蘭 l孟存花しなかった.
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第 1トレンチは、騎士林研修道場の前庭に南北方向、
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第 2図

る。

j闘賞土の状況の-191Jをあげると 、退、物包含層である

第 5 府 lまトレンチ東岐に :J~いては表土直下にあるが、

トレンチ西鐙においては、袋二i二と第 5)習の|甘jには、|日

表土と想、われるよくしま った腐を含む 4種類の!習が存

在する。

逃物包含j震については、三節F斤が百世認されている。

最上}留め第 5r~ は灰茶色粘質土であり、東壁、南段、

西日てで線認されている。帽!まlucm-20cmで忌ある。自i'no
層は指~ 5 ~より下にあリ、灰茶色紗質土である。 !Â~い

娩土とE誌を含み東ID:にごくわずかに現われている。第

14J脅は、灰色粘土である。よ く締・ま り悶い。間段苦IS分

で少しf廊下げたため図に現われているが、第 l卜レン

チ大部分で検出 している。 ~l トレンチにおいては 、

工事の影響を受けないものと宇l階irして、第14R雪上薗以

下のf廊下げは11"っていない。

逃械については、主在地層と，思われる第14層を検出し

遺跡全体図

だのみで、ビット、土J災等はなかった。第14層上磁レ

ベルは被告全においては標高643.9m -643. 7mで、凶俊

においては、 643.65m -643.55 mである 。

出土造物

第14暗出土逃物 1 (ま口綾部のひらく楽である。 2

は瓶の{本部である。肩書~と胸部に 2 条の沈線を有する。

頻都合、ら屑吉見にかけて降灰による自然紛が付完きしてい

る。 7は笈;・の底部である。底部外而に糸-l;IJ')痕をとど

める。 1飲質で全休にj祭粍箸しい。

第 5層出土ia物 4 (;J:銀色土器縦である。内側のみ

炭言誌がI吸精している。 ロ後は16.0cm側、昔i伐をは薄手の

つ< 1) で、内而は非常に綴~，な機1J I古Iのへラミガキを

施 し、 ロ縁端部のみ内外市ともにヨコナデ、外阪は斜

方向のへラ創 1) 言問書道がされている。 5 は~色土号告の畿

である。内聞にm.ミ誌が吸苅しており、外商には媒がま

ばらに付着している。休部内簡はへラ削りされ、口綴;

内面下半に刷毛自が泌されている。 18は阻である。にl
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1， (こぶい賞後色石の質土

2. t量色粕質土
3，明るい怨色給1(土

・4.赤4霊色結貧土
5.灰茶色事占貧土(土絡会む)

6.①に炭がi良っている
7.賞後色粕貧土

8.縫色結質土
9 .にぷい鐙色石の貧土(炭i昆1)) 

10.灰茶色石の貧土(銚土、炭j昆り、土器多〈 含む)

N 

" 鐙色、灰色混合粕貧土
12.にふtい後色給資土
13.明るい鐙色粕質土

14.灰色粘土(狼床状包含土鈴含む)
15.灰色紗質土

16.習慣備色石の貧土

17.⑤よ り明る く炭混り
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第 3図 土層断面図

紋端部は外方に折IIIJげられ、先端l;t上方につまみ上げ

られている.腹部外商のみ不調盤、他はヨコナデされ

ている.色銅はにぶい燈色である。

第10層出土遺物 61;t恋の底部である。硬質で底部

外耐・に糸-l;JJリ痕をとどめる。 81illllである。内商と口

縁外商はAI:IJ毛により地flhされる。高台はp'，J;f寸けで外立訪

問は而l取りされている。 H王者11内節及び公付に答ヲu痕が

ある. 91;1.新iである。じl織内外fflI1立制毛で施帝111される。

見込みははJJfiて'ある。(.'Jj台はIUif寸けである。 10は備で

ある。口線内外I師に地納hされ、見込みは係j治である。

111主総である。内而及ぴ口減外而1;1.刷毛で施利される。

見込みは、蛇ノ白状にはJJ~ì を残しているが、録月台の部

分に容~"ffll~があリ、:11付にも谷~1f.~がある。軟'l'tで織

の斜l維が殺しし、o 7.:' i今lま貼付Itぜある.

121;t、血iである.内初iの口結と成部の境界に段を有

する.外I箇隊部l;t回転へラ削リされている。見込みと

:rH寸に答指痕がある o ~i今 tま削 1) 出しで、全衡に施右b

されている.主緑地は灰色、ぬはうす緑色である。13は

備である.坊主地lii炎灰色でねはうす緑色である。

141;t停である o nt量端部{立外反している。 151立椀で

ある.i先手の備でロ紋端部は外sl9へ折返されて小さな

玉紋をなす、内1mとU紋外而li施fUIされている。高台

は蛇/自で、給土{まね1~、色調はやや賞味を管びてい

る.

161i 、血である。口総l;t ~~lいヨコナデによリ外反し

ている。底部外商Iま不倒!'.足、内前li刷毛自が施されて

いる。色問jは、にぷい~Uな~である. 17は16に旅'おに

よく似た形態、手法、色1lJ.~の j肌である。 19は i支手の肌

である。 201ま1mである。u~-*)I~Hl~ l;t ~~iいヨコナデによ

り外反するが、上総はつまみ上げられている。内面及

び口線総書11以外l;t不測獄。日f;はU，J;f寸けであるが、非

'1'.¥' ，こ退化し、 mをなさないほどである。色絢{ま椛色で

ある。 21は目Ilである。形態、下法とも 20と似ている。

高台は、貼付けであるが{え〈、断ilIT三角形である。見

込みの一部に刷毛自を絡す.色;tI'4(立にぷい位色である。

221ま、 11llである。日制端部は~~lいヨコナデにより外反

し、上織はつまみよげられている.内而むヨコナデさ

れている.色調はに.，;い武栂色である.

231iフイゴの送風口である.土Cilifiである.先端は

一部ガラス化 して必り 、内外I耐とも二次焼成によ る器

商の斜l離が著しい.

まとめ

本間査トレンチ l孟、附カ(~:央〈、狭隙であったため、

具体的成来は{笠少であったが、上述の;狗完成果の中か
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須恵器(1、2、3、6、7) 

黒色土器(4、5) フイゴ (23)

灰翁 (8，9、問、11)

て 二Zモ寸 J
綾.!JIi(12，13) 白磁 (14、15)
土防器 (16、17、18、19、20、21、22、23)
第14!(1、2、J)

1Il5! (3、d、5、18)
第10層 (6、8句 11、19-23)

第 4図

ら、要点をまとめてみたい。

j留序については地表下30-70cmにおいて図くしまっ

た望在地層(第14J湾)を検出した。造物包含庖はこの割当

141習と第14)畜よリ上!習の第 5庖と第10層の 3層である。

まな出土遺物を取り上げると h 第14J習からは須恵殺

のみが出土し、第 5 層からは須JJ!.鋭、袋色ゴこ骨量椀 ・ ~

(ともに A綴)、ニヒ姉器小血が出土した。第lOIi出土の

灰粕仰は彼投古然群然笹90号署長式製品(iEJ1に近似して

いる。総事IIJII!!;!: 、京都市治北台第E亦鮮妙1尚若手持里(~t2) 出

土緑秘繁1也にi!t似している。白磁椀i立、総ノ目高台で、

IOcm 

遺物実jllij図

全体にi安手の線形である。他に土師illf皿、ワイゴ送風

口が出土している。

(稲垣正宏)

i主1 槍崎彩一知斎藤平正 愛知県古楽跡分布調査

報告(111) 愛知県教育委員会 1983. 3 

j主2 i3i'jij旺俊平抑制tの統制時一平安京l剖

il1の生産署長についてー

m4田中世土岩手研究会資料 1985. 12 
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